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２
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迎
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２
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時
計
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花
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か
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ご
ろ
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【有料広告】

N E W S  T O P I C S

加茂の新しいイメージソングが出来ました（5/21）

市民大学講座 開講（5/17）
　今年で４５回目となる市民大学講座が開講し
ました。例年、文化会館小ホールで開催してい
ましたが、新型感染症ワクチン接種会場のため、
今年度は産業センターホールでの開催となりま
した。市民大学講座は全部で８講座開催し、全
て受講した人には最終日に修了証書が渡され
ます。
　初回は藤田市長が「加茂市の将来について」
と題して、行財政健全化が必要な理由や取り組
みと成果、隣接市町村間の人口の動きや、現在
策定中の総合計画について講義を行いました。

　市内の町おこしグループ「かも倶楽部」が企画し、構想から
長い時間を掛けて制作した CD『見上げる空に』を携えて、シ
ンガーソングライターのルゥさんと、かも倶楽部の飛田正玄さ
ん、齋藤淳さんが市役所を表敬訪問しました。この CD は、本
町にスタジオのあるオトノハコ株式会社さんが CD 本体を、市
内アーティストの長谷川優子さんが CD ジャケットのイラスト
を制作するなど、多くの加茂の人の協力により完成しました。

　CD 売り上げの一部を
社会福祉費寄附金として
加茂市に寄附してくださ
るそうです。

避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
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消
費
生
活
情
報

N E W S  T O P I C S

　昨年、創業１１０周年を記念して市に１１０万円のご寄
附をくださった株式会社堀内組様から、この度あらためて
１０万円のご寄附をいただきました。「子ども達の為に役
立ててほしい」との堀内大祐社長の言葉に、藤田市長は図
書館の大型絵本を充実させたいことを伝えました。

第55回雪椿まつりスタンプラリー抽選会（5/24）

株式会社堀内組様からご寄附いただきました（6/2）

　今年の雪椿まつりはウイルス禍でも楽しんでいただけるよ
う、スマートフォンと専用アプリを使った非接触型のスタン
プラリーを行いました。
　初めての試みでしたが、アプリをダウンロードしたユー
ザーは７６２人、賞品応募者総数は３４６人でした。１２個
全てのスタンプを集めた雪椿賞の応募者は２０１人、９個以
上必要の粟ヶ岳賞は８２人、６個以上必要のこいのぼり賞は
６３人でした。抽選はパソコンを使って行われ、雪椿まつり実行委員の田邊良夫さんと斉藤正さんが
操作を行いました。プログラムによりあっという間に結果が表示され、スタッフも含め一同驚いてい
ました。賞品の発送は６月上旬から順次行っています。

マスク専用アロマスプレーを寄贈（5/27）

　アロマサロンの美星（きらら）様と市内で就労継続支援Ｂ
型事業所を運営している株式会社 sprite 様、あらい接骨院様
から連名で、マスク専用アロマスプレー２００本を寄贈いた
だきました。
　このスプレーは、マスクに吹き付けることで良い香りを身
に着け、マスクによるストレスの軽減などが期待出来るそう

です。表敬に訪れた美星の長谷部えりかさんが当初一人で製造・
販売していましたが、製造が追いつかず、あらい接骨院様からの
紹介で sprite 様へ組み立て・梱包をお願いしたとのこと。sprite
の渡辺慎吾さんは、工賃単価の高い商品のため事業所利用者への
還元も多いので喜ばれています、と話しました。
　なお、このスプレーはふるさと加茂応援寄附金返礼品としての
取り扱いを予定しています。
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お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
な
ど
各
会
場
で

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
人
へ
案
内

を
送
る
の
で
、
左
表
の
日
程
を
確
認
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
の

他
に
各
種
の
検
診
な
ど
も
行
い
ま
す
。

❶
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

19
〜
69
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会

け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保

組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶

養
者
（
家
族
な
ど
）

　
受
診
す
る
機
会
が
な
い
人
で
、
集
団

健
診
を
希
望
す
る
人
は
健
康
福
祉
課
に

申
し
込
む
。

▼
40
〜
69
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者受

診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
。

料
　
金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）

　
　
　
　
千
円
（
40
〜
69
歳
）

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

❷
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が

ん
）
検
診

対
象
者

40
歳
以
上※

医
療
機
関
や
人

間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
け
る

人
は
除
く
。

料
　
金
　
無
料

※

今
年
度
か
ら
検
診
車
が
１
台
に
な
る

た
め
、時
間
が
か
か
り
ま
す
。

❸
喀
た
ん
検
査

対
象
者

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
。
重

ク
ロ
ム
酸
・
石
綿
等
を
吸
う
業
務
に
従

事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫
煙
指

数（
１
日
本
数×

年
数
）
600
以
上
の
人
。

料
　
金
　
千
円

❹
前
立
腺
が
ん
検
診

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性※

前
立
腺

が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診
中
の
人
や

定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
　
金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

　
前
立
腺
が
ん
単
独
受
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
広
報
か
も
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

❺
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料
　
金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

❻
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク

ー
ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料
　
金
　
無
料

■
70
歳
以
上
は
医
療
機
関
で
特
定
健
診

70
歳
以
上
の
特
定
健
康
診
査
は
、
10

月
30
日
（
土
）
ま
で
に
案
内
に
記
載
の

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
案
内
等
を
持
っ
て
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
一
部
助
成

　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド

ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
受
診
後
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令

和
４
年
３
月
31
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
、
受
診
時
に
後
期
高
齢
者

の
人
。

助
成
金
額
　
上
限
１
万
円

申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
人
間
ド
ッ
ク

の
領
収
書
・
受
診
結
果
、
保
険
証
、
印

鑑
、
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
163
）
へ
。

月　日 会　場
6月22日（火）
23日（水）
24日（木）
25日（金）
28日（月）七谷コミセン※
29日（火）
30日（水）

7月  1日（木）
2日（金）
5日（月）須田コミセン※
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）

市民体育館

勤労者体育センター

下条体育センター

産業センター

特定健診（集団）日程

受付時間　各会場の受付時間は、午前
9時～11時と午後1時～2時30分。
　ただし、※印日は胸部レントゲン検診
のみ実施のため、午前9時～11時です。

お
知
ら
せ

講
習
日
　
７
月
27
日
（
火
）
〜
28
日

（
水
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア

定
　
員

40
人

　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
日
程

等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
随
時
、
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消

防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
30
日
（
水
）
〜
７
月

20
日
（
火
）

申
込
方
法
　
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会

（http://niigatakiankyo.sakura.
ne.jp

）
か
ら
、ま
た
は
「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

試
験
日
　
９
月
５
日
（
日
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越

市
、
三
条
市

　
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消
防
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
等
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
は
７
月
13
日
（
火
）
〜
30
日

（
金
）
に
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
書
面

で
の
申
し
込
み
は
７
月
16
日
（
金
）
〜

８
月
２
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
支
部
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

職
種
等
　
介
護
職
員
３
人
程
度

　
　
　
　
事
務
員
２
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
４
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
（
た
だ
し
、

事
務
員
は
大
学
）
以
上
を
卒
業
見
込
み

の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
　
受
験
者
募
集

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

加
茂
福
祉
会
　
４
月
採
用

介
護
職
員
・
事
務
員
募
集

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。
定
期

昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、
通
勤
、

住
宅
手
当
等
を
支
給
。

受
験
手
続
き
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
と
左
上
に
介
護
職
員
、
ま
た
は
事

務
員
と
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
　
付
　
６
月
30
日
（
水
）
ま
で

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
　
時
　
７
月
上
旬

会
　
場
　
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
の
予
定
。

提
出
先
　
社
会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会

（
第
二
平
成
園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）

危険物取扱者試験乙種
 第四類受験準備講習
　　　　　 受講者募集　

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
当
会
で
は
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す

ら
ぎ
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す

る
た
め
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
会
の
活
動
を

よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
、
駅
前
広

場
、
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
歩
道
の

花
壇
に
花
苗
の
提
供
、
橋
に
プ
ラ
ン

タ
ー
の
設
置
。
花
づ
く
り
の
講
習
会
。

市
内
小
中
学
校
や
各
種
団
体
へ
の
苗
・

肥
料
の
補
助
支
援
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

月日 当番医 ☎

６／20（日） 星野内科医院 ４１－４１４１

27（日） 小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

７／4（日） 吉田内科医院 ５７－７５１１

11（日） わたなべ医院 ５３－３８５０

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
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消
費
生
活
情
報

N E W S  T O P I C S

　昨年、創業１１０周年を記念して市に１１０万円のご寄
附をくださった株式会社堀内組様から、この度あらためて
１０万円のご寄附をいただきました。「子ども達の為に役
立ててほしい」との堀内大祐社長の言葉に、藤田市長は図
書館の大型絵本を充実させたいことを伝えました。

第55回雪椿まつりスタンプラリー抽選会（5/24）

株式会社堀内組様からご寄附いただきました（6/2）

　今年の雪椿まつりはウイルス禍でも楽しんでいただけるよ
う、スマートフォンと専用アプリを使った非接触型のスタン
プラリーを行いました。
　初めての試みでしたが、アプリをダウンロードしたユー
ザーは７６２人、賞品応募者総数は３４６人でした。１２個
全てのスタンプを集めた雪椿賞の応募者は２０１人、９個以
上必要の粟ヶ岳賞は８２人、６個以上必要のこいのぼり賞は
６３人でした。抽選はパソコンを使って行われ、雪椿まつり実行委員の田邊良夫さんと斉藤正さんが
操作を行いました。プログラムによりあっという間に結果が表示され、スタッフも含め一同驚いてい
ました。賞品の発送は６月上旬から順次行っています。

マスク専用アロマスプレーを寄贈（5/27）

　アロマサロンの美星（きらら）様と市内で就労継続支援Ｂ
型事業所を運営している株式会社 sprite 様、あらい接骨院様
から連名で、マスク専用アロマスプレー２００本を寄贈いた
だきました。
　このスプレーは、マスクに吹き付けることで良い香りを身
に着け、マスクによるストレスの軽減などが期待出来るそう

です。表敬に訪れた美星の長谷部えりかさんが当初一人で製造・
販売していましたが、製造が追いつかず、あらい接骨院様からの
紹介で sprite 様へ組み立て・梱包をお願いしたとのこと。sprite
の渡辺慎吾さんは、工賃単価の高い商品のため事業所利用者への
還元も多いので喜ばれています、と話しました。
　なお、このスプレーはふるさと加茂応援寄附金返礼品としての
取り扱いを予定しています。
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お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
な
ど
各
会
場
で

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
人
へ
案
内

を
送
る
の
で
、
左
表
の
日
程
を
確
認
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
の

他
に
各
種
の
検
診
な
ど
も
行
い
ま
す
。

❶
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

19
〜
69
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会

け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保

組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶

養
者
（
家
族
な
ど
）

　
受
診
す
る
機
会
が
な
い
人
で
、
集
団

健
診
を
希
望
す
る
人
は
健
康
福
祉
課
に

申
し
込
む
。

▼
40
〜
69
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者受

診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
。

料
　
金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）

　
　
　
　
千
円
（
40
〜
69
歳
）

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

❷
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が

ん
）
検
診

対
象
者

40
歳
以
上※

医
療
機
関
や
人

間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
け
る

人
は
除
く
。

料
　
金
　
無
料

※

今
年
度
か
ら
検
診
車
が
１
台
に
な
る

た
め
、時
間
が
か
か
り
ま
す
。

❸
喀
た
ん
検
査

対
象
者

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
。
重

ク
ロ
ム
酸
・
石
綿
等
を
吸
う
業
務
に
従

事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫
煙
指

数（
１
日
本
数×

年
数
）
600
以
上
の
人
。

料
　
金
　
千
円

❹
前
立
腺
が
ん
検
診

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性※

前
立
腺

が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診
中
の
人
や

定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
　
金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

　
前
立
腺
が
ん
単
独
受
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
広
報
か
も
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

❺
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料
　
金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

❻
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク

ー
ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料
　
金
　
無
料

■
70
歳
以
上
は
医
療
機
関
で
特
定
健
診

70
歳
以
上
の
特
定
健
康
診
査
は
、
10

月
30
日
（
土
）
ま
で
に
案
内
に
記
載
の

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
案
内
等
を
持
っ
て
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
一
部
助
成

　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド

ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
受
診
後
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令

和
４
年
３
月
31
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
、
受
診
時
に
後
期
高
齢
者

の
人
。

助
成
金
額
　
上
限
１
万
円

申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
人
間
ド
ッ
ク

の
領
収
書
・
受
診
結
果
、
保
険
証
、
印

鑑
、
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
163
）
へ
。

月　日 会　場
6月22日（火）
23日（水）
24日（木）
25日（金）
28日（月）七谷コミセン※
29日（火）
30日（水）

7月  1日（木）
2日（金）
5日（月）須田コミセン※
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）

市民体育館

勤労者体育センター

下条体育センター

産業センター

特定健診（集団）日程

受付時間　各会場の受付時間は、午前
9時～11時と午後1時～2時30分。
　ただし、※印日は胸部レントゲン検診
のみ実施のため、午前9時～11時です。

お
知
ら
せ

講
習
日
　
７
月
27
日
（
火
）
〜
28
日

（
水
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア

定
　
員

40
人

　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
日
程

等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
随
時
、
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消

防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
30
日
（
水
）
〜
７
月

20
日
（
火
）

申
込
方
法
　
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会

（http://niigatakiankyo.sakura.
ne.jp

）
か
ら
、ま
た
は
「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

試
験
日
　
９
月
５
日
（
日
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越

市
、
三
条
市

　
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消
防
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
等
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
は
７
月
13
日
（
火
）
〜
30
日

（
金
）
に
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
書
面

で
の
申
し
込
み
は
７
月
16
日
（
金
）
〜

８
月
２
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
支
部
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

職
種
等
　
介
護
職
員
３
人
程
度

　
　
　
　
事
務
員
２
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
４
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
（
た
だ
し
、

事
務
員
は
大
学
）
以
上
を
卒
業
見
込
み

の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
　
受
験
者
募
集

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

加
茂
福
祉
会
　
４
月
採
用

介
護
職
員
・
事
務
員
募
集

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。
定
期

昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、
通
勤
、

住
宅
手
当
等
を
支
給
。

受
験
手
続
き
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
と
左
上
に
介
護
職
員
、
ま
た
は
事

務
員
と
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
　
付
　
６
月
30
日
（
水
）
ま
で

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
　
時
　
７
月
上
旬

会
　
場
　
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
の
予
定
。

提
出
先
　
社
会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会

（
第
二
平
成
園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）

危険物取扱者試験乙種
 第四類受験準備講習
　　　　　 受講者募集　

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
当
会
で
は
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す

ら
ぎ
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す

る
た
め
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
会
の
活
動
を

よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
、
駅
前
広

場
、
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
歩
道
の

花
壇
に
花
苗
の
提
供
、
橋
に
プ
ラ
ン

タ
ー
の
設
置
。
花
づ
く
り
の
講
習
会
。

市
内
小
中
学
校
や
各
種
団
体
へ
の
苗
・

肥
料
の
補
助
支
援
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

月日 当番医 ☎

６／20（日） 星野内科医院 ４１－４１４１

27（日） 小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

７／4（日） 吉田内科医院 ５７－７５１１

11（日） わたなべ医院 ５３－３８５０

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
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消
費
生
活
情
報

N E W S  T O P I C S

　昨年、創業１１０周年を記念して市に１１０万円のご寄
附をくださった株式会社堀内組様から、この度あらためて
１０万円のご寄附をいただきました。「子ども達の為に役
立ててほしい」との堀内大祐社長の言葉に、藤田市長は図
書館の大型絵本を充実させたいことを伝えました。

第55回雪椿まつりスタンプラリー抽選会（5/24）

株式会社堀内組様からご寄附いただきました（6/2）

　今年の雪椿まつりはウイルス禍でも楽しんでいただけるよ
う、スマートフォンと専用アプリを使った非接触型のスタン
プラリーを行いました。
　初めての試みでしたが、アプリをダウンロードしたユー
ザーは７６２人、賞品応募者総数は３４６人でした。１２個
全てのスタンプを集めた雪椿賞の応募者は２０１人、９個以
上必要の粟ヶ岳賞は８２人、６個以上必要のこいのぼり賞は
６３人でした。抽選はパソコンを使って行われ、雪椿まつり実行委員の田邊良夫さんと斉藤正さんが
操作を行いました。プログラムによりあっという間に結果が表示され、スタッフも含め一同驚いてい
ました。賞品の発送は６月上旬から順次行っています。

マスク専用アロマスプレーを寄贈（5/27）

　アロマサロンの美星（きらら）様と市内で就労継続支援Ｂ
型事業所を運営している株式会社 sprite 様、あらい接骨院様
から連名で、マスク専用アロマスプレー２００本を寄贈いた
だきました。
　このスプレーは、マスクに吹き付けることで良い香りを身
に着け、マスクによるストレスの軽減などが期待出来るそう

です。表敬に訪れた美星の長谷部えりかさんが当初一人で製造・
販売していましたが、製造が追いつかず、あらい接骨院様からの
紹介で sprite 様へ組み立て・梱包をお願いしたとのこと。sprite
の渡辺慎吾さんは、工賃単価の高い商品のため事業所利用者への
還元も多いので喜ばれています、と話しました。
　なお、このスプレーはふるさと加茂応援寄附金返礼品としての
取り扱いを予定しています。
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お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
な
ど
各
会
場
で

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
人
へ
案
内

を
送
る
の
で
、
左
表
の
日
程
を
確
認
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
の

他
に
各
種
の
検
診
な
ど
も
行
い
ま
す
。

❶
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

19
〜
69
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会

け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保

組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶

養
者
（
家
族
な
ど
）

　
受
診
す
る
機
会
が
な
い
人
で
、
集
団

健
診
を
希
望
す
る
人
は
健
康
福
祉
課
に

申
し
込
む
。

▼
40
〜
69
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者受

診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
。

料
　
金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）

　
　
　
　
千
円
（
40
〜
69
歳
）

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

❷
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が

ん
）
検
診

対
象
者

40
歳
以
上※

医
療
機
関
や
人

間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
け
る

人
は
除
く
。

料
　
金
　
無
料

※

今
年
度
か
ら
検
診
車
が
１
台
に
な
る

た
め
、時
間
が
か
か
り
ま
す
。

❸
喀
た
ん
検
査

対
象
者

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
。
重

ク
ロ
ム
酸
・
石
綿
等
を
吸
う
業
務
に
従

事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫
煙
指

数（
１
日
本
数×

年
数
）
600
以
上
の
人
。

料
　
金
　
千
円

❹
前
立
腺
が
ん
検
診

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性※

前
立
腺

が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診
中
の
人
や

定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
　
金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

　
前
立
腺
が
ん
単
独
受
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
広
報
か
も
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

❺
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料
　
金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

❻
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク

ー
ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料
　
金
　
無
料

■
70
歳
以
上
は
医
療
機
関
で
特
定
健
診

70
歳
以
上
の
特
定
健
康
診
査
は
、
10

月
30
日
（
土
）
ま
で
に
案
内
に
記
載
の

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
案
内
等
を
持
っ
て
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
一
部
助
成

　
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド

ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
受
診
後
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令

和
４
年
３
月
31
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
、
受
診
時
に
後
期
高
齢
者

の
人
。

助
成
金
額
　
上
限
１
万
円

申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
人
間
ド
ッ
ク

の
領
収
書
・
受
診
結
果
、
保
険
証
、
印

鑑
、
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
163
）
へ
。

月　日 会　場
6月22日（火）
23日（水）
24日（木）
25日（金）
28日（月）七谷コミセン※
29日（火）
30日（水）

7月  1日（木）
2日（金）
5日（月）須田コミセン※
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）

市民体育館

勤労者体育センター

下条体育センター

産業センター

特定健診（集団）日程

受付時間　各会場の受付時間は、午前
9時～11時と午後1時～2時30分。
　ただし、※印日は胸部レントゲン検診
のみ実施のため、午前9時～11時です。

お
知
ら
せ

講
習
日
　
７
月
27
日
（
火
）
〜
28
日

（
水
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア

定
　
員

40
人

　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
日
程

等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
随
時
、
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消

防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
30
日
（
水
）
〜
７
月

20
日
（
火
）

申
込
方
法
　
新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会

（http://niigatakiankyo.sakura.
ne.jp

）
か
ら
、ま
た
は
「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

試
験
日
　
９
月
５
日
（
日
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６

類
、
丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越

市
、
三
条
市

　
試
験
案
内
等
は
加
茂
地
域
消
防
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
等
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
は
７
月
13
日
（
火
）
〜
30
日

（
金
）
に
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
書
面

で
の
申
し
込
み
は
７
月
16
日
（
金
）
〜

８
月
２
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
支
部
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

職
種
等
　
介
護
職
員
３
人
程
度

　
　
　
　
事
務
員
２
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
４
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
（
た
だ
し
、

事
務
員
は
大
学
）
以
上
を
卒
業
見
込
み

の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
　
受
験
者
募
集

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

加
茂
福
祉
会
　
４
月
採
用

介
護
職
員
・
事
務
員
募
集

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。
定
期

昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、
通
勤
、

住
宅
手
当
等
を
支
給
。

受
験
手
続
き
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
と
左
上
に
介
護
職
員
、
ま
た
は
事

務
員
と
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
　
付
　
６
月
30
日
（
水
）
ま
で

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
　
時
　
７
月
上
旬

会
　
場
　
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
の
予
定
。

提
出
先
　
社
会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会

（
第
二
平
成
園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）

危険物取扱者試験乙種
 第四類受験準備講習
　　　　　 受講者募集　

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
当
会
で
は
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す

ら
ぎ
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す

る
た
め
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
会
の
活
動
を

よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
、
駅
前
広

場
、
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
歩
道
の

花
壇
に
花
苗
の
提
供
、
橋
に
プ
ラ
ン

タ
ー
の
設
置
。
花
づ
く
り
の
講
習
会
。

市
内
小
中
学
校
や
各
種
団
体
へ
の
苗
・

肥
料
の
補
助
支
援
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

月日 当番医 ☎

６／20（日） 星野内科医院 ４１－４１４１

27（日） 小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

７／4（日） 吉田内科医院 ５７－７５１１

11（日） わたなべ医院 ５３－３８５０

　　　　　 受講者募集　



　
加
茂
市
立
図
書
館
（
町
立
加
茂
図
書

館
）
の
創
設
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九

〇
六
）
で
す
。
施
設
は
間
借
り
で
、
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
よ
う
や
く

独
立
し
た
建
物
で
の
開
館
を
果
た
し
ま

す
。
こ
れ
と
平
行
す
る
時
期
、
地
域
の

青
年
は
図
書
館
を
様
々
に
開
こ
う
と
し

て
お
り
、
そ
の
動
向
は
注
目
で
き
ま
す
。

　
二
十
世
紀
初
頭
の
加
茂
町
で
は
、
図

　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
ぞ
く

書
館
設
立
の
動
き
が
陸
続
と
み
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
明
治
三
十
六
年
、
加
茂
町
青

年
会
が
附
属
図
書
館
を
設
置
し
、
将
来

　
　

き
そ
う

は
町
へ
寄
贈
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た

（
『
新
潟
新
聞
』
明
治
36
・
２
・
７
）
。

翌
三
十
七
年
、
東
京
に
遊
学
中
の
古
川

　
　
　
　
　
　
　
郁
太
郎
（
の
ち
青
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
神
社
宮
司
）
は
、
明

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

　
　
　
あ
か
つ
き

　
　
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
春
帰
郷
の
暁
に
「
万

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
巻
楼
」
と
称
す
る
図

　
　
　
　
　
　
　
書
館
を
新
設
し
、
読

　
　
　
　
　
　
　
書
家
へ
公
開
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
（
『
新

　
　
　
　
　
　
　
潟
新
聞
』
明
治
37
・

　
　
　
　
　
　
　
11
・
22
）
。
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
自
身
が
楽
し
み
、
学

　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
書
物
を
後
進
の

　
　
　
　
　
　
　
利
用
に
供
そ
う
と
し

た
の
で
す
。
同
様
の
動
き
は
、
町
立
加

茂
図
書
館
の
開
設
後
も
続
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
え
つ
ぶ
ん
き
ょ
う

　
明
治
四
十
四
年
、
天
理
教
南
越
分
教

か
い

　
　
　
　
　
し
ゅ
さ
い

会
（
新
町
）
を
主
宰
す
る
大
橋
永
三
郎

（
一
八
八
五
〜
一
九
三
八
）
は
図
書
館

の
創
設
に
乗
り
出
し
ま
す
。
歴
史
や
考

　
　
　
　
　
　
　
　

き
こ
う
し
ょ

古
学
に
関
心
が
深
く
、
稀
覯
書
や
郷
土

史
料
の
収
集
を
進
め
て
い
た
彼
は
施
設

よ
う
と
く
ぶ
ん
こ

を
養
徳
文
庫
と
名
付
け
、
全
国
か
ら
寄

贈
図
書
を
集
め
、
南
越
分
教
会
青
年
会

の
運
営
と
し
て
明
治
四
十
五
年
に
開
館

を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
、
加
茂
町
・
下
条
村
・

七
谷
村
及
び
森
町
村
・
長
澤
村
（
各
三

私
設
図
書
館
の
消
長

条
市
）
の
五
町
村
・
八
か
所
に
巡
回
文

庫
を
置
き
、
利
用
の
便
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
町
立
加
茂
図
書
館
は
加
茂

じ
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
い
ち
ぐ
う

尋
常
高
等
小
学
校
の
一
隅
に
置
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
し
ょ
う
じ

校
舎
新
築
の
あ
お
り
で
大
昌
寺
（
松
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
し
ゃ

町
）
に
移
り
、
さ
ら
に
南
舎
（
加
茂
南

小
学
校
）
へ
と
三
転
し
、
あ
る
時
は

や
っ
か
い
あ
つ
か

厄
介
扱
い
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
加
茂
市
立
図
書
館
『
創
立
六
十
・
独

立
開
館
二
十
五
年
史
』
）
。
職
員
は
お

ら
ず
、
購
入
図
書
も
わ
ず
か
だ
っ
た
町

立
図
書
館
と
対
照
的
に
、
養
徳
文
庫
は

県
下
最
大
の
私
立
図
書
館
に
発
展
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
し
ょ
う
じ

　
大
正
十
二
年
、
下
条
村
の
専
照
寺

　
　
　
　
　

え
　
べ
こ
う
え
ん

じ
ぼ
う

（
中
村
）
住
職
江
部
香
園
は
自
坊
に
図

書
館
を
設
置
し
ま
す
。
図
書
館
は
下
条

村
も
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
香
園
は

各
地
の
新
聞
や
雑
誌
を
豊
富
に
揃
え
て

好
評
で
し
た
（
『
北
越
新
報
』
大
正

12
・
12
・
12
）
。

　
や
が
て
町
や
村
は
財
政
規
模
を
拡
大

し
、
教
育
・
文
化
へ
の
関
与
を
深
め
、

青
年
た
ち
は
役
割
を
取
り
込
ま
れ
て
私

設
図
書
館
は
衰
退
し
ま
す
。
し
か
し
戦

中
・
戦
後
の
青
年
教
育
、
の
ち
の
生
涯

学
習
の
出
発
点
と
し
て
、
彼
ら
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
い

組
み
は
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
資
裕
）

専照寺の図書館開設を伝える記事（『北越新
報』大正12.12.12）

今
回
の
手
話
：
避
難
場
所
（
避
難
所
）

両
手
を
握
っ
て
交
互
に
素
早
く
腕

を
ふ
る

右
手
の
指
を
折
り
曲
げ
、
指
を
下
に

向
け
て
軽
く
下
す

・
初
め
に
「
避
難
」
と
い
う
動
作
、
次

　に
「
場
所
」
と
い
う
動
作
で
避
難
所

　（
避
難
場
所
）
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

＋＋

避
難
・
逃
げ
る

場
所
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加
茂
の
風
土
記

お
知
ら
せ

期
　
間
　
６
月
25

日
（
金
）
〜
８
月

31
日
（
火
）

時
　
間
　
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月

曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
２
日
、
９

日
、
16
日
は
雨
天
を
除
き
開
館
。

使
用
料
高
校
生
以
上
100
円
、
小
・

中
学
生
50
円
、
幼
児
（
就
学
前
ま
で
）

無
料
。

そ
の
他

・
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示
を
必
ず
守

り
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
小
学
生
以
上
は
一
人
で
利
用
で
き
ま

す
が
、
幼
児
は
保
護
者
の
付
添
い
が
必

要
で
す
。

・
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
つ
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は

子
供
プ
ー
ル
25
日
オ
ー
プ
ン

児
童
手
当
の
現
況
届

　
　
　
今
月
中
に
手
続
き
を

自
衛
官
を
募
集

使
用
不
可
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
所
得
や
扶
養
人
数
を
確
認
す
る

も
の
で
、
届
け
出
な
い
と
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
送
付
さ
れ
た
現
況
届

受
給
資
格
　
６
月
１
日
現
在
、
中
学

校
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
。

支
給
額
（
月
額
）

▼
所
得
制
限
限
度
額
未
満

・
３
歳
未
満
は
１
万
５
千
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
の
第
１
子
、
２
子

と
中
学
生
は
１
万
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
第
３
子
以

降
は
１
万
５
千
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上

・
中
学
生
ま
で
一
律
５
千
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
利
用
中
か
つ
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
を
お
持
ち
の
人

は
、
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
未
来
係
（
☎
内
線
151
）
へ
。

　
来
年
３
・
４
月
に
採
用
の
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
性
（
陸
上・海
上・航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
月
）

試
験
日
　
９
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
海
上
要
員
は
18
歳
以
上
23

歳
未
満
の
男
子
・
女
子

　
航
空
要
員
は
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

男
子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
20
日
（
月
）

▼
自
衛
官
候
補
生
　
任
期
付
自
衛
官

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
25
日（
土
）〜
27
日（
月
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部
加
茂
地
域
事
務
所
（
☎
52

－

５
２

２
２
）

下水道事業受益者負担金
　　　 １期分は 30日まで
　下水道事業受益者負担金第１
期分の納期限は６月 30日（水）
です。忘れずに納入してください。
　なお、土地の売買などで受益者の
変更があったときは「受益者変更届」
を、また受益者が住所などを変更し
た時は「受益者住所変更申告書」を
上下水道課に提出してください。
■納入に便利な口座振替
　下水道事業受益者負担金の納入に
は、納め忘れのないように「口座振替」
をお勧めします。
　口座振替依頼書は、上下水道課ま
たは市内の金融機関、ＪＡ各支店、郵
便局の窓口にあります。
問い合わせ　上下水道課庶務係（☎
内線 231）へ。



広報かも　No.780　3．6．15　　 1211　　 広報かも　No.780　3．6．15

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

30
㈬
先勝

29
㈫
赤口

5
㈪
赤口

6
㈫
先勝

8
㈭
先負

7
㈬
友引

9
㈮
仏滅

10
㈯
赤口

11
㈰
先勝

2
㈮
先負

3
㈯
仏滅

4
㈰
大安

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（BBC）

・シルバー入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　髙橋利明さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　10：00から
・親子紙漉き体験　加茂紙漉場　10：00から

・市民大学講座　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　　　☎５７－５７１１ 　9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　　　☎５３－３８５０ 　9：00～17：00
・親子紙漉き体験　 加茂紙漉場　10：00から

・市民大学講座　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

・休館（文化会館、温水プール）

・休館（BBC）

・休館（民俗資料館）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

6月・7月

28
大安

6月

㈪

1
友引

7月

㈭

総
合
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
募
集

　
市
で
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
（
素
案
）
」
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　

　
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
個
人
情
報
を
除
き
後
日
公

表
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
７
月
８
日
（
木
）
ま
で

提
出
で
き
る
人
　
市
内
に
居
住
、
通

勤
、
通
学
す
る
人
ま
た
は
、
市
内
に
事

業
所
（
事
務
所
）
が
あ
る
個
人
、
法

人
、
団
体

閲
覧
場
所
　
企
画
財
政
課
、
市
立
図
書

館
、
公
民
館
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に
設
置
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の
場
で

提
出
ま
た
は
、
企
画
財
政
課
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

みんなで考え　力をあわせ　のびゆくまちを築きます市民憲章  第 5 条（希望・展望・情緒）

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
（
☎
内
線
314
）

kikaku@
city.kam

o.niigat
a.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
で
提
出
。

　
加
茂
市
立
図
書
館
（
町
立
加
茂
図
書

館
）
の
創
設
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九

〇
六
）
で
す
。
施
設
は
間
借
り
で
、
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
よ
う
や
く

独
立
し
た
建
物
で
の
開
館
を
果
た
し
ま

す
。
こ
れ
と
平
行
す
る
時
期
、
地
域
の

青
年
は
図
書
館
を
様
々
に
開
こ
う
と
し

て
お
り
、
そ
の
動
向
は
注
目
で
き
ま
す
。

　
二
十
世
紀
初
頭
の
加
茂
町
で
は
、
図

　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
ぞ
く

書
館
設
立
の
動
き
が
陸
続
と
み
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
明
治
三
十
六
年
、
加
茂
町
青

年
会
が
附
属
図
書
館
を
設
置
し
、
将
来

　
　

き
そ
う

は
町
へ
寄
贈
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た

（
『
新
潟
新
聞
』
明
治
36
・
２
・
７
）
。

翌
三
十
七
年
、
東
京
に
遊
学
中
の
古
川

　
　
　
　
　
　
　
郁
太
郎
（
の
ち
青
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
神
社
宮
司
）
は
、
明

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

　
　
　
あ
か
つ
き

　
　
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
春
帰
郷
の
暁
に
「
万

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
巻
楼
」
と
称
す
る
図

　
　
　
　
　
　
　
書
館
を
新
設
し
、
読

　
　
　
　
　
　
　
書
家
へ
公
開
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
（
『
新

　
　
　
　
　
　
　
潟
新
聞
』
明
治
37
・

　
　
　
　
　
　
　
11
・
22
）
。
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
自
身
が
楽
し
み
、
学

　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
書
物
を
後
進
の

　
　
　
　
　
　
　
利
用
に
供
そ
う
と
し

た
の
で
す
。
同
様
の
動
き
は
、
町
立
加

茂
図
書
館
の
開
設
後
も
続
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
え
つ
ぶ
ん
き
ょ
う

　
明
治
四
十
四
年
、
天
理
教
南
越
分
教

か
い

　
　
　
　
　
し
ゅ
さ
い

会
（
新
町
）
を
主
宰
す
る
大
橋
永
三
郎

（
一
八
八
五
〜
一
九
三
八
）
は
図
書
館

の
創
設
に
乗
り
出
し
ま
す
。
歴
史
や
考

　
　
　
　
　
　
　
　

き
こ
う
し
ょ

古
学
に
関
心
が
深
く
、
稀
覯
書
や
郷
土

史
料
の
収
集
を
進
め
て
い
た
彼
は
施
設

よ
う
と
く
ぶ
ん
こ

を
養
徳
文
庫
と
名
付
け
、
全
国
か
ら
寄

贈
図
書
を
集
め
、
南
越
分
教
会
青
年
会

の
運
営
と
し
て
明
治
四
十
五
年
に
開
館

を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
、
加
茂
町
・
下
条
村
・

七
谷
村
及
び
森
町
村
・
長
澤
村
（
各
三

私
設
図
書
館
の
消
長

条
市
）
の
五
町
村
・
八
か
所
に
巡
回
文

庫
を
置
き
、
利
用
の
便
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
町
立
加
茂
図
書
館
は
加
茂

じ
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
い
ち
ぐ
う

尋
常
高
等
小
学
校
の
一
隅
に
置
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
し
ょ
う
じ

校
舎
新
築
の
あ
お
り
で
大
昌
寺
（
松
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
し
ゃ

町
）
に
移
り
、
さ
ら
に
南
舎
（
加
茂
南

小
学
校
）
へ
と
三
転
し
、
あ
る
時
は

や
っ
か
い
あ
つ
か

厄
介
扱
い
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
加
茂
市
立
図
書
館
『
創
立
六
十
・
独

立
開
館
二
十
五
年
史
』
）
。
職
員
は
お

ら
ず
、
購
入
図
書
も
わ
ず
か
だ
っ
た
町

立
図
書
館
と
対
照
的
に
、
養
徳
文
庫
は

県
下
最
大
の
私
立
図
書
館
に
発
展
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
し
ょ
う
じ

　
大
正
十
二
年
、
下
条
村
の
専
照
寺

　
　
　
　
　

え
　
べ
こ
う
え
ん

じ
ぼ
う

（
中
村
）
住
職
江
部
香
園
は
自
坊
に
図

書
館
を
設
置
し
ま
す
。
図
書
館
は
下
条

村
も
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
香
園
は

各
地
の
新
聞
や
雑
誌
を
豊
富
に
揃
え
て

好
評
で
し
た
（
『
北
越
新
報
』
大
正

12
・
12
・
12
）
。

　
や
が
て
町
や
村
は
財
政
規
模
を
拡
大

し
、
教
育
・
文
化
へ
の
関
与
を
深
め
、

青
年
た
ち
は
役
割
を
取
り
込
ま
れ
て
私

設
図
書
館
は
衰
退
し
ま
す
。
し
か
し
戦

中
・
戦
後
の
青
年
教
育
、
の
ち
の
生
涯

学
習
の
出
発
点
と
し
て
、
彼
ら
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
い

組
み
は
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
資
裕
）

専照寺の図書館開設を伝える記事（『北越新
報』大正12.12.12）

今
回
の
手
話
：
避
難
場
所
（
避
難
所
）

両
手
を
握
っ
て
交
互
に
素
早
く
腕

を
ふ
る

右
手
の
指
を
折
り
曲
げ
、
指
を
下
に

向
け
て
軽
く
下
す

・
初
め
に
「
避
難
」
と
い
う
動
作
、
次

　に
「
場
所
」
と
い
う
動
作
で
避
難
所

　（
避
難
場
所
）
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

＋＋

避
難
・
逃
げ
る

場
所
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加
茂
の
風
土
記

お
知
ら
せ

期
　
間
　
６
月
25

日
（
金
）
〜
８
月

31
日
（
火
）

時
　
間
　
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月

曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
２
日
、
９

日
、
16
日
は
雨
天
を
除
き
開
館
。

使
用
料
高
校
生
以
上
100
円
、
小
・

中
学
生
50
円
、
幼
児
（
就
学
前
ま
で
）

無
料
。

そ
の
他

・
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示
を
必
ず
守

り
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
小
学
生
以
上
は
一
人
で
利
用
で
き
ま

す
が
、
幼
児
は
保
護
者
の
付
添
い
が
必

要
で
す
。

・
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
つ
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は

子
供
プ
ー
ル
25
日
オ
ー
プ
ン

児
童
手
当
の
現
況
届

　
　
　
今
月
中
に
手
続
き
を

自
衛
官
を
募
集

使
用
不
可
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
所
得
や
扶
養
人
数
を
確
認
す
る

も
の
で
、
届
け
出
な
い
と
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
送
付
さ
れ
た
現
況
届

受
給
資
格
　
６
月
１
日
現
在
、
中
学

校
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
。

支
給
額
（
月
額
）

▼
所
得
制
限
限
度
額
未
満

・
３
歳
未
満
は
１
万
５
千
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
の
第
１
子
、
２
子

と
中
学
生
は
１
万
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
第
３
子
以

降
は
１
万
５
千
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上

・
中
学
生
ま
で
一
律
５
千
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
利
用
中
か
つ
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
を
お
持
ち
の
人

は
、
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
未
来
係
（
☎
内
線
151
）
へ
。

　
来
年
３
・
４
月
に
採
用
の
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
性
（
陸
上・海
上・航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
月
）

試
験
日
　
９
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
海
上
要
員
は
18
歳
以
上
23

歳
未
満
の
男
子
・
女
子

　
航
空
要
員
は
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

男
子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
20
日
（
月
）

▼
自
衛
官
候
補
生
　
任
期
付
自
衛
官

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
25
日（
土
）〜
27
日（
月
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部
加
茂
地
域
事
務
所
（
☎
52

－

５
２

２
２
）

下水道事業受益者負担金
　　　 １期分は 30日まで
　下水道事業受益者負担金第１
期分の納期限は６月 30日（水）
です。忘れずに納入してください。
　なお、土地の売買などで受益者の
変更があったときは「受益者変更届」
を、また受益者が住所などを変更し
た時は「受益者住所変更申告書」を
上下水道課に提出してください。
■納入に便利な口座振替
　下水道事業受益者負担金の納入に
は、納め忘れのないように「口座振替」
をお勧めします。
　口座振替依頼書は、上下水道課ま
たは市内の金融機関、ＪＡ各支店、郵
便局の窓口にあります。
問い合わせ　上下水道課庶務係（☎
内線 231）へ。
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

30
㈬
先勝

29
㈫
赤口

5
㈪
赤口

6
㈫
先勝

8
㈭
先負

7
㈬
友引

9
㈮
仏滅

10
㈯
赤口

11
㈰
先勝

2
㈮
先負

3
㈯
仏滅

4
㈰
大安

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（BBC）

・シルバー入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　髙橋利明さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　10：00から
・親子紙漉き体験　加茂紙漉場　10：00から

・市民大学講座　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　　　☎５７－５７１１ 　9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　　　☎５３－３８５０ 　9：00～17：00
・親子紙漉き体験　 加茂紙漉場　10：00から

・市民大学講座　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

・休館（文化会館、温水プール）

・休館（BBC）

・休館（民俗資料館）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00

6月・7月

28
大安

6月

㈪

1
友引

7月

㈭

総
合
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
募
集

　
市
で
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
（
素
案
）
」
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　

　
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
個
人
情
報
を
除
き
後
日
公

表
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
７
月
８
日
（
木
）
ま
で

提
出
で
き
る
人
　
市
内
に
居
住
、
通

勤
、
通
学
す
る
人
ま
た
は
、
市
内
に
事

業
所
（
事
務
所
）
が
あ
る
個
人
、
法

人
、
団
体

閲
覧
場
所
　
企
画
財
政
課
、
市
立
図
書

館
、
公
民
館
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に
設
置
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の
場
で

提
出
ま
た
は
、
企
画
財
政
課
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

みんなで考え　力をあわせ　のびゆくまちを築きます市民憲章  第 5 条（希望・展望・情緒）

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
（
☎
内
線
314
）

kikaku@
city.kam

o.niigat
a.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
で
提
出
。

　
加
茂
市
立
図
書
館
（
町
立
加
茂
図
書

館
）
の
創
設
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九

〇
六
）
で
す
。
施
設
は
間
借
り
で
、
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
よ
う
や
く

独
立
し
た
建
物
で
の
開
館
を
果
た
し
ま

す
。
こ
れ
と
平
行
す
る
時
期
、
地
域
の

青
年
は
図
書
館
を
様
々
に
開
こ
う
と
し

て
お
り
、
そ
の
動
向
は
注
目
で
き
ま
す
。

　
二
十
世
紀
初
頭
の
加
茂
町
で
は
、
図

　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
ぞ
く

書
館
設
立
の
動
き
が
陸
続
と
み
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
明
治
三
十
六
年
、
加
茂
町
青

年
会
が
附
属
図
書
館
を
設
置
し
、
将
来

　
　

き
そ
う

は
町
へ
寄
贈
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た

（
『
新
潟
新
聞
』
明
治
36
・
２
・
７
）
。

翌
三
十
七
年
、
東
京
に
遊
学
中
の
古
川

　
　
　
　
　
　
　
郁
太
郎
（
の
ち
青
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
神
社
宮
司
）
は
、
明

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

　
　
　
あ
か
つ
き

　
　
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
春
帰
郷
の
暁
に
「
万

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
巻
楼
」
と
称
す
る
図

　
　
　
　
　
　
　
書
館
を
新
設
し
、
読

　
　
　
　
　
　
　
書
家
へ
公
開
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
（
『
新

　
　
　
　
　
　
　
潟
新
聞
』
明
治
37
・

　
　
　
　
　
　
　
11
・
22
）
。
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
自
身
が
楽
し
み
、
学

　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
書
物
を
後
進
の

　
　
　
　
　
　
　
利
用
に
供
そ
う
と
し

た
の
で
す
。
同
様
の
動
き
は
、
町
立
加

茂
図
書
館
の
開
設
後
も
続
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
え
つ
ぶ
ん
き
ょ
う

　
明
治
四
十
四
年
、
天
理
教
南
越
分
教

か
い

　
　
　
　
　
し
ゅ
さ
い

会
（
新
町
）
を
主
宰
す
る
大
橋
永
三
郎

（
一
八
八
五
〜
一
九
三
八
）
は
図
書
館

の
創
設
に
乗
り
出
し
ま
す
。
歴
史
や
考

　
　
　
　
　
　
　
　

き
こ
う
し
ょ

古
学
に
関
心
が
深
く
、
稀
覯
書
や
郷
土

史
料
の
収
集
を
進
め
て
い
た
彼
は
施
設

よ
う
と
く
ぶ
ん
こ

を
養
徳
文
庫
と
名
付
け
、
全
国
か
ら
寄

贈
図
書
を
集
め
、
南
越
分
教
会
青
年
会

の
運
営
と
し
て
明
治
四
十
五
年
に
開
館

を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
、
加
茂
町
・
下
条
村
・

七
谷
村
及
び
森
町
村
・
長
澤
村
（
各
三

私
設
図
書
館
の
消
長

条
市
）
の
五
町
村
・
八
か
所
に
巡
回
文

庫
を
置
き
、
利
用
の
便
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
町
立
加
茂
図
書
館
は
加
茂

じ
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
い
ち
ぐ
う

尋
常
高
等
小
学
校
の
一
隅
に
置
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
し
ょ
う
じ

校
舎
新
築
の
あ
お
り
で
大
昌
寺
（
松
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
し
ゃ

町
）
に
移
り
、
さ
ら
に
南
舎
（
加
茂
南

小
学
校
）
へ
と
三
転
し
、
あ
る
時
は

や
っ
か
い
あ
つ
か

厄
介
扱
い
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
加
茂
市
立
図
書
館
『
創
立
六
十
・
独

立
開
館
二
十
五
年
史
』
）
。
職
員
は
お

ら
ず
、
購
入
図
書
も
わ
ず
か
だ
っ
た
町

立
図
書
館
と
対
照
的
に
、
養
徳
文
庫
は

県
下
最
大
の
私
立
図
書
館
に
発
展
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
し
ょ
う
じ

　
大
正
十
二
年
、
下
条
村
の
専
照
寺

　
　
　
　
　

え
　
べ
こ
う
え
ん

じ
ぼ
う

（
中
村
）
住
職
江
部
香
園
は
自
坊
に
図

書
館
を
設
置
し
ま
す
。
図
書
館
は
下
条

村
も
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
香
園
は

各
地
の
新
聞
や
雑
誌
を
豊
富
に
揃
え
て

好
評
で
し
た
（
『
北
越
新
報
』
大
正

12
・
12
・
12
）
。

　
や
が
て
町
や
村
は
財
政
規
模
を
拡
大

し
、
教
育
・
文
化
へ
の
関
与
を
深
め
、

青
年
た
ち
は
役
割
を
取
り
込
ま
れ
て
私

設
図
書
館
は
衰
退
し
ま
す
。
し
か
し
戦

中
・
戦
後
の
青
年
教
育
、
の
ち
の
生
涯

学
習
の
出
発
点
と
し
て
、
彼
ら
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
い

組
み
は
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
資
裕
）

専照寺の図書館開設を伝える記事（『北越新
報』大正12.12.12）

今
回
の
手
話
：
避
難
場
所
（
避
難
所
）

両
手
を
握
っ
て
交
互
に
素
早
く
腕

を
ふ
る

右
手
の
指
を
折
り
曲
げ
、
指
を
下
に

向
け
て
軽
く
下
す

・
初
め
に
「
避
難
」
と
い
う
動
作
、
次

　に
「
場
所
」
と
い
う
動
作
で
避
難
所

　（
避
難
場
所
）
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

＋＋

避
難
・
逃
げ
る

場
所

広報かも　No.780　3．6．15　　 109　　 広報かも　No.780　3．6．15

加
茂
の
風
土
記

お
知
ら
せ

期
　
間
　
６
月
25

日
（
金
）
〜
８
月

31
日
（
火
）

時
　
間
　
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月

曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
２
日
、
９

日
、
16
日
は
雨
天
を
除
き
開
館
。

使
用
料
高
校
生
以
上
100
円
、
小
・

中
学
生
50
円
、
幼
児
（
就
学
前
ま
で
）

無
料
。

そ
の
他

・
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示
を
必
ず
守

り
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
小
学
生
以
上
は
一
人
で
利
用
で
き
ま

す
が
、
幼
児
は
保
護
者
の
付
添
い
が
必

要
で
す
。

・
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
つ
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は

子
供
プ
ー
ル
25
日
オ
ー
プ
ン

児
童
手
当
の
現
況
届

　
　
　
今
月
中
に
手
続
き
を

自
衛
官
を
募
集

使
用
不
可
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
所
得
や
扶
養
人
数
を
確
認
す
る

も
の
で
、
届
け
出
な
い
と
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
送
付
さ
れ
た
現
況
届

受
給
資
格
　
６
月
１
日
現
在
、
中
学

校
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
。

支
給
額
（
月
額
）

▼
所
得
制
限
限
度
額
未
満

・
３
歳
未
満
は
１
万
５
千
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
の
第
１
子
、
２
子

と
中
学
生
は
１
万
円

・
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
第
３
子
以

降
は
１
万
５
千
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上

・
中
学
生
ま
で
一
律
５
千
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
利
用
中
か
つ
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
を
お
持
ち
の
人

は
、
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
未
来
係
（
☎
内
線
151
）
へ
。

　
来
年
３
・
４
月
に
採
用
の
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
性
（
陸
上・海
上・航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
月
）

試
験
日
　
９
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
海
上
要
員
は
18
歳
以
上
23

歳
未
満
の
男
子
・
女
子

　
航
空
要
員
は
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

男
子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
20
日
（
月
）

▼
自
衛
官
候
補
生
　
任
期
付
自
衛
官

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
・
女
子

受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

９
日
（
木
）

試
験
日
　
９
月
25
日（
土
）〜
27
日（
月
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部
加
茂
地
域
事
務
所
（
☎
52

－

５
２

２
２
）

下水道事業受益者負担金
　　　 １期分は 30日まで
　下水道事業受益者負担金第１
期分の納期限は６月 30日（水）
です。忘れずに納入してください。
　なお、土地の売買などで受益者の
変更があったときは「受益者変更届」
を、また受益者が住所などを変更し
た時は「受益者住所変更申告書」を
上下水道課に提出してください。
■納入に便利な口座振替
　下水道事業受益者負担金の納入に
は、納め忘れのないように「口座振替」
をお勧めします。
　口座振替依頼書は、上下水道課ま
たは市内の金融機関、ＪＡ各支店、郵
便局の窓口にあります。
問い合わせ　上下水道課庶務係（☎
内線 231）へ。



N
o. 780　

2021

新
潟
県
加
茂
市
幸
町
2
丁
目
3
番
5
号

〒
 959-1392

☎
 0256-52-0080

FA
X 0256-53-2729

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

https://w
w
w
.city.kam

o.niigata.jp
e-メ

ー
ル
 

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

●
編
集
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　６月1日現在 世帯　10,195 (+3) 人口　25,848  (-46)　
男　12,610  (-23)　女　13,238  (-23)　（　）内は前月比
（5月異動分）出生7 (男5 女2)　死亡34 (男 16 女 18)　転出42　転入23

＃かもぴく＃かもぴく Instagramで、加茂の様子や
風景の写真、自分で描いた絵
を、「# かもぴく」をつけて投
稿していただいた中から、毎
月 1枚ご紹介します。

投稿お待ちしています！

　加茂川のチューリップが主役の
1枚です。
　色とりどりの鯉のぼりとチュー
リップが華やかで素敵ですね。

　「#かもぴく」のタグ付け
ありがとうございます♪

担当者 コメント

総務課広報広聴係（☎内線 327）総務課広報広聴係（☎内線 327）

@dai1103

あ
り
が
と
う

保
健
体
育
費
寄
附
金

▼
加
茂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

社
会
教
育
費
寄
附
金

▼
株
式
会
社
堀
内
組
様
か
ら
　
10
万
円

一
般
寄
附
金

▼
若
宮
中
学
校
第
一
回
卒
業
生
一
同
様

　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
２
万
１
千
円

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
代
表
取
締

　
役
渡
辺
慎
吾
様
、
美
星
（
キ
ラ
ラ
）

　
長
谷
部
え
り
か
様
、　
あ
ら
い
接
骨

　
院
荒
井
駿
行
様
か
ら

　
マ
ス
ク
専
用
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

200
本

加
茂
市
（
下
条
小
学
校
）
へ

▼
加
茂
市
立
下
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
か

　
ら

　
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ミ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
組

　広報かもは「加茂市
ホームページ」または
行政情報アプリ「マチ
イロ」からもご覧にな
れます。

第
41
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

中
越
大
会
予
選
会

期
　日
　
５
月
３
日
〜
５
日

会
　場
　
七
谷
野
球
場

優
　勝
　
田
上
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　（
田
上
町
）

準
優
勝
　
石
川
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
Ⅴ

　
　
　
　（
加
茂
市
）


